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子
ど
も
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

井
土
ヶ
谷
地
区

行
事
に
参
加

井
土
ヶ
谷
地
区
で
は
約
10
年

前
か
ら
高
齢
者
な
ど
、
自
宅
で

の
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
人
を
手
助
け
す
る
活
動
な
ど

を
行
う
子
ど
も
の
グ
ル
ー
プ

「
ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

井
土
ヶ
谷
小
、
南
中
、
蒔
田

中
の
協
力
を
得
て
メ
ン
バ
ー
を

募
集
。
親
と
子
の
つ
ど
い
の
広

場
「
え
の
木
」
で
赤
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
だ
り
、
高
齢
者
宅
の
草
と

り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
７
月
の
「
南
ま
つ
り
」

に
も
参
加
し
、
今
年
は
か
き
氷

や
飲
み
物
の
販
売
も
行
い
ま
し

た
。
役
割
分
担
や
業
者
と
の
交

渉
も
子
ど
も
が
行
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
の
加
藤
ち
ひ
ろ
さ
ん

（
高
１
）
は
「
地
域
の
方
が
求

め
て
い
る
も
の
に
応
え
ら
れ
る

の
が
嬉
し
い
」
と
話
し
、
活
動

の
中
で
達
成
感
や
充
実
感
を
得

て
い
ま
す
。

南まつりで飲み物を販売
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南
区
の
中
で
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
「
第
３
期
南
区
地

域
福
祉
保
健
計
画
」（
以
下
「
第
３
期
計
画
」）
が
昨
年

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

第
３
期
計
画
に
掲
げ
た
目
標
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
は

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

今
回
は
「
異
世
代
交
流
」「
男
性
の
活
躍
」「
健
康
づ
く

り
」
の
３
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

南
区
は
、
高
齢
化
、
子
育
て

世
帯
の
孤
立
化
な
ど
、
生
活
に

関
す
る
課
題
を
多
く
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
へ

向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
福
祉

保
健
関
係
者
・
団
体
が
力
を
合

わ
せ
、
支
え
あ
う

仕
組
み
づ
く
り
や

行
動
の
指
針
を
示

し
た
の
が
第
３
期

計
画
で
す
。

第
３
期
計
画
は
、

第
１
期
計
画
か
ら

継
承
し
て
き
た「
区

民
の
情
（
こ
こ
ろ
）

が
生
き
る
ま
ち
南

区
」
を
基
本
理
念

に
、
ま
ち
の
目
標

像
を
「
下
町
情
緒

豊
か
な
支
え
あ
い

の
ま
ち
」「
自
分
ら

し
く
主
体
性
の
発
揮
で
き
る
ま

ち
」「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」「
健

康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
と

し
ま
し
た
。

計
画
推
進
へ
意
見
交
換

第
３
期
計
画
は
、「
区
全
体

計
画
」
と
「
地
区
別
計
画
」

（
16
地
区
で
策
定
）
が
両
輪
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
計
画
を
つ
な
ぐ
場
と
し

て
「
南
区
地
域
福
祉
保
健
計
画

推
進
連
携
会
議
」（
み
な
っ
ち

茶
屋
）
を
今
年
１
月
に
開
催
。

活
動
団
体
や
行
政
職
員
ら
約
70

人
が
集
ま
り
、「
男
性
の
地
域

参
加
」
に
関
し
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
も
各
地
区
で
は
第
３
期

計
画
の
重
点
目
標
達
成
を
目
指

し
、
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
つ
な
が
り
・
支
え

あ
い
」
の
き
っ
か
け
と
な
る
異

世
代
交
流
、
男
性
の
活
躍
が
光

る
地
域
活
動
、「
健
康
づ
く
り
」

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
ん
で

す
。

 

「みなっち茶屋」で意見交換する参加者

異世 交 男性の活躍 健 く 進む
区民の情 こころ）が生きる  

３期

つながる

異
世
代
交
流
で

子どもからお年寄
りまでがつながり
支えあえる関係
をつくろうと、異
世代交流が進ん
でいます。

世代を超えて
札取り合う

永田みなみ台地区 百人一首の集い
永田みなみ台地
区は団地内の集
会所を使った
「百人一首の集
い」を毎月開い
ています。地区
社会福祉協議会
が企画し、毎回約20人が参加。盛り上がりを聞
きつけた他地区の住民もやって来るそうです。参
加者はグループに分かれ、札を取っていきます。
夏休み中は、小学生や高校生も加わり、中には
「上の句」だけで札を取る人の姿もありました。こ
の日のために家で百人一首の練習をする人もい
るそうで、主催者側では「認知症予防にもつなが
れば」と話しています。

子どもと大人が
懐かしい遊び

堀ノ内睦町地区 みんなでチャレンジ
堀ノ内睦町地区
では毎年夏休み
に、懐かしい遊
びを子どもと大
人が一緒に楽し
む企画「みんな
でチャレンジ」を行っています。今年も8月6日に
睦地域ケアプラザで開かれました。輪投げやけ
ん玉、お手玉などの遊びを大人が教えながら、小
学生らが体験。輪投げは年齢別に得点を競う大
会になっていて、上位に入った子どもにはお菓子
がプレゼントされました。自らも華麗なけん玉の
技を披露した地区社会福祉協議会の亀山一会長
は「子どもと遊ぶ高齢者が楽しそうで良かった」
と交流が生まれたことを喜んでいました。

子どもを通じ
３世代が交流

六ツ川地区 サロン「カーネーション」
六ツ川地区の３世
代交流サロン「カー
ネーション」は５年
前にスタート。第一
火曜に０歳からの
未就園の子どもと
親、地域の高齢者
らがコミュニティハウスに集まり、子どもは玩具遊びを、大
人はお茶を囲んで情報交換や会話を楽しんでいます。会
場では子どもが安全に遊べるように地域のボランティア
が常駐。子育てについて、保護者がボランティアや高齢者
などの“人生の先輩”に質問することも多くあります。サロ
ンに通う母親は「地域の方がいるので安心して子どもを
遊ばせられる」と話し、80代の女性は「子どもが歩み寄っ
て来てくれることが嬉しい」と喜んでいます。

中 村 地 区
中村地区では、地区社会福祉協議会が主催する「七夕フェス
タ」を中村地域ケアプラザで毎年7月に行っています。ケアプ
ラザを訪れることが少ない子どもや保護者に地域に目を向
けてもらおうと始めたものです。子どもには短冊に願い事を
書いてもらうほか、工作コーナーもあり、世代を超えて楽しく
交流しています。

七夕で子どもが願い事

北 永 田 地 区
地域にある葬儀社「セレモマイホール」の協力を得て、葬儀の
利用が少ない「友引」の日に館内を利用したサロンを開催し
ています。銅板に絵を描く大人向けの講座のほか、夏には駐
車場スペースで親子が楽しむプール遊びのイベントを実施。
今後も異世代が楽しめる企画を行い、地域の絆を深めてい
きます。

斎場に異世代交流サロン

重点目標
つながり・支えあい
日ごろから声を掛け合い、つながり・支えあいの関係をつくろう
➡地域のお祭りなどの行事を通して、子どもから高齢者まで、
さまざまな世代のつながりを広げます
➡児童虐待の予防や見守りを強化し、子育てを支援する
ネットワークづくりのための会議を地域別に開きます

活躍の機会・参加の場
誰もが活躍できる機会と身近な参加の場をつくろう
➡子育て中の方や高齢者の方が気軽に集まれる場づくりを支援します
➡定年後、地域活動に「デビュー」する人を応援します

情報共有と災害時の備え
日常の情報共有を進め、災害時にも安心できる備えをしよう
➡子育てサロン等と地域が協力して防災訓練を実施します
➡障害児者が安心して避難できるスペースづくりの体験などを
行います

健康づくり 身近な活動を通して健康づくりを進めよう
➡健康で長生きできるためのウォーキングイベントなどを行います
➡高齢者が集まるサロンなどで健康づくり活動が行われるように
支援します

第3期計画で目指すこと

蒔田
だき 送くださいますよう 願い致し 番号間違いにご注意 ださい。

送 平 月

株 会 タウンニ ス社

Te  045-2 5050  Fa  0 5-2
 

 

 

 

 

日 で 送くだ

 
 
 
 

Web 掲載

掲 載版 面
017 南区 中面

  

  

中
学
生
と
将
棋･

茶
道

蒔
田
地
区

交
流
会
で
親
睦
深
め
る

蒔
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
蒔
田
中
学
校
の
生
徒
と
の
交

流
会
を
２
０
１
５
年
か
ら
続
け

て
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
蒔
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
交
流

会
に
は
、
同
校
か
ら
茶
道
部
と

将
棋
部
の
生
徒
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

生
徒
と
対
局
し
た
男
性
は

「
し
ば
ら
く
指
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
日
の
た
め
に
勉

強
し
て
き
ま
し
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
将
棋
部
部
長
の
沢

口
優
人
さ
ん
（
中
３
）
は
「
自

分
よ
り
強
い
人
も
い
て
、
普
段

の
部
活
動
の
中
で
は
指
さ
れ
な

い
手
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
言
い
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
栗

田
一
伸
会
長
は
「
今
後
、
学
校

の
周
り
で
生
徒
に
会
っ
た
時
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
せ
る
関
係
に

な
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

住民と対局する蒔中生

こ
の
ペ
ー
ジ
は
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
と
南
区
役
所
、
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
共
同
で
編
集
し
た
も
の
で
す
。


